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日
にほんたいしょうむら
本大正村
麒
きりん
麟がくる ぎふ恵

えな
那

大
たいが
河ドラマ館

かん

おすすめ
モデルコース

RECOMMENDED MODEL COURSE

岩
いわむらじょうかまち
村城下町・
岩

いわむらじょうあと
村城跡

SPOT
1

SPOT
2

800余年の歴史をもつ
城下町と日本三大山城

大正時代を保存・再現した
建物が立ち並ぶ観光地

恵那市岩村町
20573-43-3231（恵那市観光協会岩村支部）　 あり

恵那市明智町456　20573-54-3944（観光案内所）
あり

現在も堅固なままで保存されている石垣が見どころ。

五平餅やカステラなどの老舗の店が並ぶ城下町は、1日楽しめる観光地です。

『森の列車カフェ』の営業日は、金曜・土曜・日曜。他の曜日は貸切営
業のみ（要予約）。

日本最大級の大きさを誇る木製水車が目印。モンゴル出身の歌手オユンナさんが名誉駅長の道の駅。2019年秋に
レストランや直売所を充実しリニューアルオープン。

寒天を使った各種料理とデザート
がいただけます。デザートプレート
「寒天づくし」￥600

手前より／寒天ラーメン￥550、
ところてん￥350

地元の新鮮な野菜を始め秋には
トマト、キノコ、自然薯などが揃い
ます。

当時の空気を体感できる人気の撮影スポット

レトロな洋館が大河ドラマ館に変身。

　2018年連続テレビ小説の舞台となり、一躍注
目を浴び、以来多くの観光客が訪れている「岩村
城下町」。江戸時代の暮らしを体感できる旧家が
立ち並ぶほか、食べ歩きも楽しめます。足をのば
して、日本三大山城のひとつ「岩村城跡」と合わ
せて訪れるのがオススメです。　大正の古き良き時代を、町まるごと切り取った「日

本大正村」。村内には役場や資料館など約30の見ど
ころスポットが点在し、大正時代の文化に関する資
料も豊富です。矢絣模様の袴レンタルもスタートし、
さらに大正時代を満喫できるようになりました。

車で約15分

車で約15分

恵那市山岡町田代1565-169
20573-59-0051　 9:00～
17:00　 無休　 あり

恵那市上矢作町3566-1
20573-48-3366　 8:30
～17:00　 無休※12月～3
月は火曜　 あり

恵那市山岡町田沢3058-4
20573-56-3140　 9:30～
17:00　 月曜　 あり

　寒天資料館と寒天を使
用した料理がいただける
“食の健康拠点施設”とし
て誕生。建物の奥には、明
知鉄道で役目を終えた列
車が『森の列車カフェ』と
して営業しています。

　地元で採れた野菜や加工食
品、特産品が並ぶ産直スペー
スと、山岡の名物・寒天料理な
どの郷土料理がいただけるレス
トランを設ける、買い物から食
事まで楽しめるスポット。

　山に囲まれ、裏を川が
流れている自然に包まれ
た道の駅。産直市場と食
事処はもちろん、モンゴル
遊牧民の住居に宿泊でき
る体験キャンプ施設やコ
テージを併設しています。

山
やまおかえき
岡駅かんてんかん道

みち
の駅

えき
 おばあちゃん市

いち
・山

やまおか
岡道

みち
の駅

えき
上
かみやはぎ
矢作 ラ・フォーレ福

ふくじゅ
寿の里

さと

くしはら温泉
ささゆりの湯

SPOT
3

四季折々の景色を堪能
標高464mにたたずむ温泉施設

恵那市串原3135-2　20573-52-3131
あり　 入館料／大人（中学生以上）￥600、小人￥400、

2才以下無料
マレットハウスの駐車でキャンプを楽しめます。
車1台￥2000～（フリーサイト区画）小高い山の上にたたずむ、木のぬくもりを感じられる建物。

　四季折々の表情をみせる山峡の美景を望みなが
ら、展望露天風呂やパノラマテラスで心と体をリフ
レッシュできる温泉施設。敷地内には温泉施設のほ
か、マレットゴルフ場とキャンプ場も併設しています。

かんてんかん

コース周辺の
寄り道SPOT

恵那ICから車で約20分

瑞浪ICから車で約35分

START!



恵
那
で
味
わ
う 

ご
当
地
グ
ル
メ

　
つ
ぶ
し
た
お
米
を
串
に
巻
き
つ
け
、タ
レ
を
つ

け
て
焼
き
上
げ
る
郷
土
食
。恵
那
市
を
は
じ
め
、

東
美
濃
で
気
軽
な
食
事
・
お
や
つ
と
し
て
古
く

か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。わ
ら
じ
型
や
だ
ん
ご

型
、さ
ら
に
は
お
に
ぎ
り
型
、き
り
た
ん
ぽ
型
な

ど
様
々
な
形
が
あ
り
、味
の
決
め
手
と
な
る
タ
レ

は
、味
噌
ま
た
は
醤
油
を
ベ
ー
ス
に
、ク
ル
ミ
や

ゴ
マ
な
ど
の
隠
し
味
を
加
え
る
な
ど
、お
店
ご
と

に
こ
だ
わ
り
と
工
夫
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
栗
と
砂
糖
だ
け
を
使
用
し
、茶
巾
絞
り
で
栗

の
形
に
し
た
郷
土
菓
子
で
、秋
の
収
穫
期
に
だ

け
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。見
た
目
は
よ
く
似
た
栗

き
ん
と
ん
も
、お
店
ご
と
の
製
法
に
よ
っ
て
、異

な
る
口
当
た
り
と
味
わ
い
が
楽
し
め
ま
す
。

　
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
の
生
み
の
親
・
早
矢
仕
有
的
氏

の
ゆ
か
り
の
地
と
い
う
こ
と
か
ら
生
み
出
さ
れ

た
ご
当
地
グ
ル
メ
。地
元
の
古
代
米
を
使
っ
た
楽

膳
米
の
ご
は
ん
、恵
那
市
特
産
の
寒
天
、恵
那
山

麓
寒
天
育
ち
の
三
浦
豚
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ケ
や
川
魚
の
甘
露
煮
、ワ
ラ
ビ
な
ど

を
の
せ
た
ち
ら
し
寿
司
を
朴
葉
で
く
る

ん
だ
郷
土
料
理
。朴
葉
に
は
防
カ
ビ
や
殺

菌
作
用
が
あ
り
、ま
た
大
き
な
葉
が
皿
代

わ
り
に
な
る
た
め
、古
く
か
ら
農
作
業
や

山
仕
事
に
携
帯
で
き
る
食
事
と
し
て
重

宝
さ
れ
て
い
た
そ
う
。

　
米
粉
に
砂
糖
や
黒
糖
、よ
も
ぎ
な
ど
を
練
り

こ
ん
で
蒸
し
た
お
菓
子
。海
が
な
い
恵
那
市
で

は
、子
宝
の
象
徴
で
あ
る
珍
味
の「
か
ら
す
み
」は

貴
重
で
あ
っ
た
た
め
、形
の
似
た
お
菓
子
の「
か

ら
す
み
」で
代
替
し
、桃
の
節
句
の
お
供
え
な
ど

で
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

か
た
ち
も
味
も
い
ろ
い
ろ

市
内
48
の
店
で
食
べ
く
ら
べ

秋
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る

岐
阜
発
祥
の
栗
の
銘
菓

3
つ
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
た

恵
那
流
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス

朴
の
葉
の
香
り
を
感
じ
る

彩
り
豊
か
な
ち
ら
し
寿
司

子
宝
の
象
徴
と
し
て
愛
さ
れ
る

富
士
山
型
の
縁
起
物

五
平
餅

か
ら
す
み 朴

葉
寿
司

え
な
ハ
ヤ
シ

栗
き
ん
と
ん

Ku
rikinton

G
oh

ei
moch

i

Houbazushi

En
ahayashi

Karasumi

恵那市で五平餅を販売し
ているお店を集めたガイド
ブック。恵那市内観光施
設で配布しています。

〔岩村〕 松浦軒本店・かめや菓子舗・大黒屋・松浦軒本舗
〔山岡〕 道の駅 おばあちゃん市・山岡
〔明智〕 大正村浪漫亭・大木菓子舗
〔串原〕 くしはら温泉ささゆりの湯・マレットハウス直売所

「五平餅ガイド」を
ゲットしよう！

食べるなら…
恵那市で五平餅を

SEASON

〈年中〉

SEASON

〈年中〉

SEASON

〈初夏〉

SEASON

〈春〉

SEASON

〈秋〜冬〉

販
売
店

〔山岡〕 道の駅
 おばあちゃん市・山岡
〔明智〕 おんさい工房
〔上矢作〕 道の駅 上矢作
  ラ・フォーレ福寿の里

販
売
店

〔岩村〕 　エスポワール・道恵亭
〔明智〕　庵道・庵

販
売
店

〔岩村〕 松浦軒本店・大黒屋
〔山岡〕 道の駅 おばあちゃん市・山岡
〔明智〕 大正村浪漫亭・
 おんさい工房・大木菓子舗
〔串原〕 マレットハウス直売所
〔上矢作〕 道の駅 上矢作
 ラ・フォーレ福寿の里

販
売
店



岩村

歴
史
の
面
影
を
た
ど
り
な
が
ら

愛
さ
れ
続
け
る

ご
当
地
グ
ル
メ
に
舌
鼓

朝ドラの舞台にもなった
800余年の歴史を誇る町

恵那市岩村町329-1　20573-43-2846
9:30～16:30※12月～2月は10:00～16:00　 月曜

恵那市岩村町317　20573-43-4770
9:30～16:30※12月～2月は10:00～16:00　 火曜

恵那市岩村町城山　20573-43-3057（岩村歴史資料館）

岩
いわむらじょうあと
村城跡

岩
村
城
下
町

標高717mという山城の中でも最高地にたたずみ、奈
良県の高取城、岡山県の松山城と並ぶ日本三大山城
の1つに数えられています。特に注目したいのが、現在
も堅固なままで保存されている石垣。岩村城の広大
な規模と形状を偲ぶことができます。

木
きむらてい
村邸／ナマコ壁

藩を支え、町人街の経営も担った問屋。藩主出
入の玄関のほか、井戸や天正疎水、書院造など
当時の様式を伺うことができます。

勝
かつかわけ
川家

江戸時代末期の木造2階建て、2軒の建物から
なる商家。屋号は「松屋」。江戸絵や能面の展
示、書院や茶室などが見学できます。

土
とさや
佐屋 恵那市岩村町269-1　20573-43-3451

9:30～16:30※12月～2月は10:00～16:00　 水曜

恵那市岩村町1584-2　20573-43-4660
9:30～16:30※12月～2月は10:00～16:00　 金曜

恵那市岩村町851-1　20573-43-3231
9:30～16:30※12月～2月は10:00～16:00　 土曜

いわむら美
びじゅつ
術の館

やかた
（旧

きゅうしばたけ
柴田家）

加
かのうけ
納家

　
今
か
ら
8
0
0
余
年
前
、源
頼
朝
の
家

臣
・
加
藤
景
簾
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
町
・
岩

村
。岩
村
の
代
表
的
な
観
光
名
所
で
あ
る「
岩

村
城
下
町
」は
、織
田
信
長
の
叔
母
に
あ
た
る

女
城
主
が
存
在
し
て
い
た
城
下
町
で
あ
り
、

今
で
は
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。2
0
1
8
年

に
は
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
半
分
、青

い
。」の
舞
台
と
な
り
、一
躍
注
目
を
浴
び
ま
し

た
。「
岩
村
城
跡
」へ
と
向
か
う
な
だ
ら
か
な

本
通
り
に
は
、江
戸
時
代
の
暮
ら
し
を
彷
彿

さ
せ
る
旧
家
か
ら
、長
く
愛
さ
れ
続
け
る
菓

子
を
販
売
す
る
老
舗
、女
城
主
に
ち
な
ん
だ

銘
酒
を
醸
す
酒
蔵
ま
で
揃
い
、多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

旧 家
江戸時代の姿を色濃く残す

IWAMURA



恵那市岩村町291　20573-43-
2208　 9:00～18:00※カフェは～
17:00（LO16:30）　 月曜

恵那市岩村町3-246
20573-43-2541　 8:30～19:30
無休

恵那市岩村町809-6
20573-43-2329　 8:30～18:00
※日曜は～17:30　 火曜

恵那市岩村町342　20573-43-
2029　 8:00～19:00　 無休

恵那市岩村町263-2　20573-43-3231
9:00～16:00　 無休

今
か
ら
2
0
0
余
年
前
、岩
村
藩
の
お
医
者
さ
ま
が
、藩
の
命
に
よ
り
、医
学
を

学
ぶ
た
め
、長
崎
に
滞
在
中
、ポ
ル
ト
ガ
ル
伝
来
の
カ
ス
テ
ー
ラ
の
製
法
を
学
び
、

岩
村
藩
に
帰
っ
て
か
ら
、そ
の
技
術
を
町
の
菓
子
屋
に
伝
授
し
た
こ
と
が
、は
じ

ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

恵
那
市
を
は
じ
め
、東
美
濃
一
帯
で
愛
さ

れ
る
郷
土
の
味
覚
・
五
平
餅
。定
番
の
わ

ら
じ
型
や
だ
ん
ご
型
な
ど
、形
は
様
々
。タ

レ
は
醤
油
ま
た
は
味
噌
を
ベ
ー
ス
に
、調

味
料
や
材
料
も
店
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

創業200余年の酒蔵。岐阜県産の
米と地下天然水を使用した地域に
根差した逸品が自慢です。酒造の
見学・試飲も可能。

明治41年に旧岩村銀行の本店として建てられた土
蔵作りの貴重な建物を活用した観光案内所。岩村
関連の観光情報のほか、名産物がずらりと揃うの
で、お土産探しにも最適です。

かめや菓
かしほ
子舗 カステラcafeカメヤ

松
まつうらけんほんてん
浦軒本店

松
まつうらけんほんぽ
浦軒本舗

恵那市岩村町799-1
20573-43-2731

10:00～18:00　 火曜

ごまだれまたは地元産の
ねぎを使用したねぎ味噌
の2種類から選べます。店
内で食べれば、特製の付
け合わせも。

みはら

恵那市岩村町310-2　20573- 43-2502
9:00～18:00　 不定休

みたらしが人気のお店ですが、五平餅も
絶品。味噌の香ばしい匂いが食欲をそそ
るだんご型の五平餅です。

大
だいこくや
黒屋

岩
いわむらじょうぞう
村醸造（株）

えなてらす、いわむら。
（恵那市観光協会岩村支部）

恵那市岩村町1575-2
20573-43-2035 9:30～18:30 月曜

山くるみ、胡麻などで調味しただんご型
の五平餅。外はサクッ、中はもっちり食
感で何本もいただけます。

あまから岩村店

かすていら（プレーン）
￥480

女城主 　純米吟醸
￥1,910（720ml）

1本￥200

1本￥100

1本￥100

カステーラ￥480

松浦軒本店のカステーラ
￥480

地
酒
も
見
逃
せ
な
い
!

名
物
・
五
平
餅
を
食
べ
比
べ

観光情報と
お土産は
こちらで

岩
村
カ
ス
テ
ー
ラ
に
注
目

Sightseeing &
Souvenir Information

カフェスペース
もあります



車を「日本大正村駐車場」に停めて、
歩いて散策するのがオススメ! 

（約1時間）

大正村駐車場

明智

明
智
光
秀
公
の

出
生
の
伝
承
が
残
る
地
で

歴
史
の
跡
を
た
ど
ろ
う

明智光秀公ゆかりの
スポット巡りへ

　
恵
那
市
の
南
部
に
位
置
し
、丘
陵
に
囲
ま
れ

た
盆
地
の
町
・
明
智
。町
お
こ
し
と
し
て
構
想
・

立
村
さ
れ
た
大
正
時
代
の
博
物
館「
日
本
大

正
村
」が
あ
る
こ
と
で
有
名
だ
が
、戦
国
武
将
・

明
智
光
秀
公
の
生
誕
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、

光
秀
公
ゆ
か
り
の
ス
ポ
ッ
ト
が
多
く
存
在
し
て

い
ま
す
。2
0
2
0
年
に
は
光
秀
公
を
題
材

と
し
た
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く
る
」

が
放
送
さ
れ
、さ
ら
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て

い
る
明
智
を
、光
秀
公
が
歩
ん
だ
歴
史
を
紐

解
き
な
が
ら
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
にほんたいしょうむら
本大正村

大正時代の地場産業・養蚕業で栄え
たハイカラな姿をとどめる建物や、黒
壁と漆喰の白のコントラストが鮮やか
な大正路地、うかれ横丁など、約30の
見どころスポットを残している観光名
所。歩くだけでも、ノスタルジーな気分
を感じられます。

オススメコース

村
内
の
カ
フ
ェ
で
ひ
と
休
み

『
大
正
村
浪
漫
亭
』で

光
秀
公
ゆ
か
り
の

お
土
産
探
し

大正村駐車場

柿本人麻呂社と
明智光秀公手植えの楓

明智光秀公御霊廟（供養塔）

麒麟がくる  ぎふ恵那
大河ドラマ館

徒歩8分

徒歩4分

徒歩5分

徒歩7分

START

GOAL

矢絣
袴を
着て
、

散策
しよ
う♪

恵那市明智町876-10
20573-54-3549　 9:00～17:00　 無休

明智光秀公画像（「本徳寺」蔵）

恵那市明智町456
20573-55-0057

10:00～16:30 　 水曜

たいまつの炎をイメージしたインパク
ト抜群の醤油。

お持ち帰り用の光秀ぷり
ん。豆乳を使用した和風
プリンに黒蜜ときなこを
かけて味わって。

光秀の家紋をプリントしたハンドタ
オル。鮮やかなブルーが魅力的。

光秀醤油を使用したコクのある
ソフトクリーム。軍旗を自由にさ
して楽しめます。

多くの文化人が通った京都の老舗店を復
元した喫茶店。当時使用されていたカップ
でコーヒー￥320をいただきながら、蓄音
機から流れる音色に耳を傾けてみて。

『大正村浪漫亭』内にあるカフェでは、
光秀にちなんだメニューが登場。光秀
ぷりん（抹茶ラテセット）￥700は、お
膳仕立てで時代の雰囲気も味わ
えます。

天
てんきゅう
久

大
たいしょうむらろまんてい
正村浪漫亭

柿
かきのもとひとまろしゃ
本人麻呂社と
明

あけちみつひでこうてう
智光秀公手植えの楓

かえで

明
あけちみつひでこうごれいびょう
智光秀公御霊廟  （供

くようとう
養塔）

伝承によれば、明智光秀公が学問所に天神を、八王子神社には万葉の歌
人・柿本人麻呂を祀り、社前に楓を植えたとされる神社。社殿には家紋・桔梗
紋が彫られています。また自分が予想していたよりも軽ければ願い事が叶い、
重ければ叶い難いとする「おもかる石」で願い事の成否を占うこともできます。

明智遠山家の菩提寺、龍護寺にある御
霊廟（供養塔）。光秀公に関する碑は、
“その悲痛な思いで”ことごとく割れると
いう通説のとおり、供養塔には斜めに大
きくひび割れが入っています。5/3には、
地元主催の「光秀まつり」の折に「光秀
公追善供養」が行われ、御霊廟内の供
養塔が一般公開されます。

料金／1日￥2,000
（矢絣着物・小物付き）
申し込み／0573-54-3944
（観光案内所）

矢絣袴レンタル体験プラン恵那市明智町456
20573-54-3944（観光案内所）
施設により異なる　 施設により異なる

恵那市明智町1400-1　20573-54-2345

恵那市明智町1389-1

光秀醤油（ピリ辛）￥600

光秀ぷりん
￥250

光秀ミニタオル￥540

光秀醤油ソフトクリーム
￥380

ソフト
クリー

ムも

見逃せ
ない



明智光秀公御霊廟  （供養塔）

麒麟がくる ぎふ恵那 
大河ドラマ館

落合砦
（土岐明智城･多羅砦）

白鷹城（明知城）

明智振興事務所

大正村駐車場

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す

光
秀
ゆ
か
り
の
ス
ポ
ッ
ト

武
将
や
家
臣
、

領
民
か
ら
慕
わ
れ
た

明
智
光
秀
の

魅
力
に
迫
る

恵那市明智町1304-1 
20573-54-3944（観光案内所）
［ 開館期間 ］
2020年1月11日~2021年1月11日
9:00～17:00
（12月31日、1月1日は休館）
［  入館料 ］
大人¥400、中学生以下無料

麒
きりん
麟がくる ぎふ恵

えな
那

大
たいが
河ドラマ館

かん

落
おちあいとりで
合砦（土

ときあけちじょう
岐明智城•多

たらとりで
羅砦）と

光
みつひでこううぶゆ
秀公産湯の井

いど
戸

於
おまき
牧の方

かた
の墓

ぼしょ
所

白鷹城が宝治元年に築城される前から、砦が築かれて
いたと伝えられている千畳敷台地。この砦で明智光秀
公が生まれ、産湯として使ったとされる井戸が残され
ています。また砦には明智を一望できる見晴台も。

明智光秀公の母である於牧の方の墓所。悲運
の最期をとげた、於牧の方を偲び、里人の民が
建立したとされています。傍らにそびえる老樹・
高野槙（こうやまき）の巨木を於牧の方にちな
んで神木として今もなお崇拝しています。

„
愛
さ
れ
る
明
智
光
秀
“を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、ド
ラ
マ
に
登
場
す
る
衣
装
や
小
道

具
、ス
ト
ー
リ
ー
や
キ
ャ
ス
ト
紹
介
の
パ

ネ
ル
な
ど
を
展
示
。ま
た
、戦
国
時
代
に

恵
那
市
で
お
き
た
合
戦
な
ど
の
戦
国
史

を
、東
美
濃
の
山
城
や
人
物
を
中
心
に

紹
介
す
る
特
別
展
示「
明
智
光
秀
が
生

き
た
時
代
の
東
美
濃
戦
国
史
」も
合
わ

せ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

AKECHI

恵那市明智町947-9　20573-54-3944（観光案内所）

恵那市明智町城山1318-1
20573-54-3944（観光案内所）

明
あけちみつひでこうがくもんじょ

智光秀公学問所と天
てんじんじんじゃ
神神社
祭神が菅原道真公であり、
京都の北野天満宮から分
祀されたと伝えられている
天神神社。若かりし明智光
秀公が京都嵯峨天龍寺の
雲水・勝恵という学僧を招
き、ここで学問に精進した
と伝えられています。
恵那市明智町1318-2

20573-54-3944
（観光案内所）



子どもと一緒に楽しめる「さざなみ公園」、ゆったり歩く
事ができる「湖畔・森林散策路」。峡谷美を眺めながら
過ごせる「ウッドデッキ」や恵那峡の歴史を紹介するビ
ジターセンターなど、今までの魅力はそのままに、より
快適に、自然を感じられるよう生まれ変わりました。

NEWS 「恵那峡」2020年
リニューアルオープン

道恵亭

根の上高原
国民宿舎恵那山荘

木村邸／ナマコ壁

明智光秀公御霊廟  （供養塔）

麒麟がくる ぎふ恵那 大河ドラマ館

高 速 道 路 マ ッ プ

恵 那 詳 細 マ ッ プ 恵 那 広 域 マ ッ プ

自
動
車
の
場
合

名古屋 （名古屋 IC）

大阪 （吹田 IC）

東京 （調布IC）

東名高速道路

〈 約15分 〉

名神高速道路

〈 約2時間 〉

中央自動車道

〈 約3時間30分 〉

中央
自動車道

〈 約25分 〉

小牧
JCT

瑞浪
IC

恵那 IC

公共交通機関の場合

東京 （東京駅）

大阪 （新大阪駅）

東海道新幹線

〈 約1時間40分 〉

東海道新幹線

〈 50分 〉

JR中央本線

〈 約1時間 〉

名古屋
名古屋駅

恵那
恵那駅

お問い合わせ／（一社）恵那市観光協会  TEL 0573-25-4058 発行　恵那市役所　観光交流課　〒509-7292　岐阜県恵那市長島町正家一丁目1番地1
　　　TEL 0573-26-2111（代）　FAX 0573-26-2861

恵那市大井町2709-79 20573-32-1790

四季折々の自然を感るさざなみ公園 開放的なウッドデッキ広場


